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横浜鶴見リハビリテーション病院

回復期リハ病棟と医療療養病棟を持つリハビリテーション専門病院
上尾中央医科グループ28番目の施設として2019年6月に開設

◇病床数:228床
回復期リハビリテーション病棟入院料１→ 114床(38床×3病棟)
医療療養病棟入院基本料１→ 114床(38床×3病棟)

☞医療安全対策加算２、医療安全対策地域連携加算２

医療法人社団協友会

https://yt-reha.jp



医療安全情報～安全管理ニュースとして

☆NGチューブが10cm抜けた状態で栄養剤を流した後で誤嚥性肺炎となった

看護手順では
どうなっているか
参照



医療安全情報～安全管理ニュースとして

☆内服薬の患者間違いが続いた



医療安全情報～全職員向け研修の中で

☆全職員向けの医療安全研修(テーマ:患者誤認)の中で紹介

一部抜粋



医療安全情報～部署独自のもの

☆放射線科 ☆薬剤科
PMDA医薬品医療機器情報配信
サービス
→ブルーレター、DSUをタイムリーに把握

※公益財団法人日本医療機能評価機構 医療事故情報収集等事業「医療安全情報No.236」より転載



他施設での医療事故事例など～委員会の中で

☆ニュースになった事例の紹介、ブルーレターの発出後

安全管理
委員会

安全管理
委員会

リスクマネジメント
委員会



課題

現場レベルで医療安全情報を活かす
｢最近、○○の医療安全情報が出てたじゃん。あれ、やっぱりよくあるんだね｣
｢うん。見た。ウチでも起きるんじゃない？手順見直したほうが良くない？｣
｢修正して医療安全に持って行く？｣

自分たちにはない業務で、かつ他部署で発生したものは他人事になりがち。
でも、個別の事象の背後にある構造(メカニズム)には共通点があるのでは？

医療安全情報

構造 パターン
法則 原理

概念化・抽象化

実務

個別化・具体化
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